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目的

・ 温暖化への対処はどの分野でも喫緊の課題

である。これからのまちづくりは、快適性等こ

れまでの要請を満たしつつ、温暖化防止にも

配慮して行なわれなければならない。

・ 特に環境負荷の高い車への配慮は必須であ

る。マイカーを過度に使わずにすむまちを作っ

ていく必要がある。
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• 乗り継ぎ利便性に大きな力を発揮しているＳｕｉｃａ、
鉄道・バスにシームレスに乗り継ぐだけでなく、自

転車等ともシームレスな乗り継ぎを実現したい。

• ＩＣカードを使ったエコポイントなども活用する。

そのために ： ＩＣカードの活用
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• 新しいタイプの公共交通である、カーシェアリング
の利用カードとして活用 （某社カーシェアリングの

システム ： 会員カードがフェリカ）

• 駐輪場管理システムとも連携が容易（ＩＨＩエス
キューブが手掛ける駐輪場管理システムもフェリカ

で、ＰＡＳＭＯ／Ｓｕｉｃａ利用可能）

→環境負荷の低い
都市交通システム

ＩＣカードの活用 ： 具体的には？
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カーシェアリングの定義
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カーシェアリングによる自動車交通量の削減
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都市部のあたらしい街づくり
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人にやさしい駐輪場 － 連携すれば環境にもやさしい

ＩＨＩエスキューブが手掛ける駐輪場管理システムもフェリカを採用
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ＩＣカードからの交通情報を用いたサービスも可能

エコポイントなど

電車で来た情報

地球に優しい店をアピール

地球に優しい人として割引
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最近の事例

１）横浜型環境エコポイント（市ＨＰより）

２）京急のとりくみ
京急電鉄は駐車場管
理システム業界大手企
業とＰＡＳＭＯ対応駐車
場の拡大で提携。
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ＩＨＩ（ＩＨＩエスキューブ）のＩＣカード技術と製品

・高セキュリティ入退出管理（ｉＳ－ｅＳｅｃｕｒｅ）

・ＩＣタグ活用鍵管理システム


